
 
 
 

様似町立様似中学校 

 

１ 単元のねらい   

  自分たちが暮らす地域を情報発信し、ふるさとのよさを見つめ直すことにより、地域社会の一員

としての自覚をもって郷土を愛し、進んで郷土の発展に貢献しようとする態度を育てる。 
 

２ 単元について  

  本単元は、アポイ岳やエンルム岬、ふれあいビーチなどの地域の教育資源を生かし、名所等の実

地調査を位置付けることにより、地域のよさや課題を自ら発見し、課題を解決する能力を育むとと

もに、地域をよりよくしようとする積極的な態度を養う単元である。 

「おもてなしハンドブック」を地域のよさについて考える場面で活用することにより、自分たち

が暮らす地域を守っていこうとする態度を育てることができるようにする。 

 

３ 本時の展開  〔整理・分析〕 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

過程 □主な活動 ・子どもの反応 ◆指導上の留意点 ◇評価 

導 

入 

□ 実地調査した内容を確認する。 

□ それぞれが調査し、まとめた内容を班毎に話し合う。 

 ・自分たちの住んでいる地域であっても知らないこと

があった。 

 ・聞いたことや見たことがあっても話を聞くと改めて

感心することがあった。 

 ・周りの話を聞いて、改めて発見することがあった。 

 

◆メモをした内容を見て、実地

調査を振り返るよう促す。 

◆交流の視点は、話合いの中か

ら新たな発見をすることが

重点であることを指示する。 

展 

開 
 
 

 

□ 自分たちの住んでいる地域の中で、誇れるところ、

紹介したいところはどのようなところかを話し合う。 

  ・自分たちの地域の名所や名産があるね。 

 

□ 「おもてなしハンドブック」P11「北海道のよさを見

つけましょう」を読む。 

 ・北海道の自然の価値が世界に認められているよ。 

 ・北海道のよさは他にもたくさんあるよ。 

◆旅行パンフレットなどを参

考に観光地ではどのように

アピールしているのかを示

す。 

◆「おもてなしハンドブック」 

P11 を活用する。 

   

   

総合的な学習の時間での活用 

中 学 校 

第１学年 

単元名 「ふるさとのよさを伝えよう」 

教材名 「私たちのふるさと」（「おもてなしハンドブック 中学校」P10-12） 

   

 
□ 「おもてなしハンドブック」P11を参考に自分たちの

地域のよさを見付けワークシートを作成する。  

 ・夏のアポイ岳の登山は、暑いですが、高山植物や頂

上から眺める太平洋がきれいです。 
 ・様似のドラゴンヘッドと呼ばれるエンルム岬は、港

町に人たちの強さを表しているように感じます。 
 ・ふれあいビーチには、夏に多くの人が訪れます。 

 

◆「おもてなしハンドブック」

を参考にワークシートを作

成し、吹き出しの中を記入す

るよう指示する。 

終 

末 

□ 記入したワークシートの内容について交流し合う。 

  ・うまく工夫してまとめている。 

 ・友達の意見がとても参考になる。 

◇意見交流を行い、相互の意見

を取り入れることができて

いる。（発言、記述内容） 
 

４ 授業の記録  
(1)  「おもてなしハンドブック」P11-12 を利用した生徒の反応 

  ①  訪れた人に伝えたい北海道や自分の住んでいる地域のよさについて 

   ・札幌などの大きい都市はよいところがたくさんありそう。 

   ・北海道は涼しいのがよいところじゃないかな。 

  ②  自分たちの暮らしている地域のよさについて 

   ・山や海などの多くの自然に恵まれ、自然を生かした町づくりが行われている。 
・世界ジオパークなどの地域の名所を一人一人が大切にしている。 

    
５ 板書、ノート等  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

○ 地域のよさについての考えを深めることができるよう、展開で「おもてなしハンドブック」

を活用し、地域のよさを考え、交流する機会を位置付ける。 

○ 進んで郷土の発展に貢献しようとする態度を育てることができるよう、ふるさとの自然や

名所等の実地調査など、課題解決のための体験活動を位置付ける。 

実践のポイント 

＜生徒が地域のよさについてまとめたワークシート＞ 

＜授業の様子＞ 
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帯広市立帯広第八中学校 

 

１ 本時のねらい   

礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な挨拶や言葉遣いをしようとする態度を育てる。   
 

２ 教材について  

  本教材は、松下幸之助氏のメッセージなどから、心と形が一体となった礼儀について具体的に考

えることができる教材である。 

 ① 礼儀作法は「社会生活における潤滑油」のようなものである。 

 ② お互いの間をなめらかに動かす役割を果たすものである。 

 ③ 心と形の両面があいまった適切な礼儀作法が大切である。 

  「おもてなしハンドブック」を日常の挨拶などについて考える場面で活用することにより、道徳

的実践に結び付けることができるようにする。 
 

３ 本時の展開   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過程 ○発問等（◎中心的な発問） ・子どもの反応 ◆指導上の留意点 ◇評価 

導入 ○ 「私たちの道徳」P48 を読んで話し合おう。 

○ 礼儀や作法に込められた思いを知り、挨拶や丁寧な

対応を受けて、気持ちがいい、うれしいと思ったこと

はありますか。 

 ・朝、友達に会ったときに元気な挨拶をされると気持

ちがよい。 

 ・部活動の時、先輩から挨拶されてうれしい。 

 

展開 

前半 
  

○ 「この人に学ぶ」（「私たちの道徳」P52）を読み、松

下幸之助の「メッセージ」に込められた思いを考えよう。 

 ・礼儀は、声に出したり、態度で示したりしなければ、

伝わらないし、意味がないものだと思った。 

 ・自分自身の気持ちの切り替えが大切だと感じた。 

○ 毎日、家族や友達と、どのような気持ちで挨拶をして

いるか、「おもてなしハンドブック」P2 に記入しよう。 

 ・明るい気持ちで挨拶をいている。 

・自分の気持ちが相手に伝わるように挨拶をしている。 

 

 

 

 

 

◆日常生活を振り返って記入

するようにする。 

道徳の時間での活用 

中 学 校 

第１学年 

主題名 礼儀の意義を理解する 内容項目Ｂ〔礼儀〕 
教材名 「礼儀の意義を理解し適切な言動を」（「私たちの道徳 中学校」P48-53） 

「あいさつ・礼儀」（「おもてなしハンドブック 中学校」P2-5） 

＜「私たちの道徳」P48＞ 

  ◎ 礼儀を表す挨拶などで、大切にしなければならない

ものは何だろうか。 
 ・相手を尊重する気持ちをもつことが大切だと思いま

す。 
 ・時と場に応じた適切な言動をすることで、相手のこ

とを考えることが大切です。 

◇形の根底にある意義を理解

し、相手に対して尊敬や感謝

等の気持ちを具体的に示す

ことについて考えている。 
（発言、記述内容） 

 
展開 
後半 

 

○ 形式的な挨拶をしてしまった経験や、された経験を

話し合い、そのときの思いや感じたことから、礼儀の

本当の意義について話し合ってみよう。 
 ・礼儀や挨拶は、気持ちを相手に伝えるための方法で

あることが分かった。 
 ・礼儀作法の形と気持ちの両方が合わさったとき、相

手に感謝や尊敬の気持ちが伝わるのだと思う。 

◆日常の学校の生活と結び付

けて考えることができるよ

う、実体験を振り返るように

する。 

終末 
 

○ 「この人のひと言」（「私たちの道徳」P53）を読み、

自分の考えを記入しよう。 

 
 

 

４ 授業の記録   

(1)  中心的な発問に対する子どもの反応 

  ・相手を敬う気持ちを言葉や姿勢で示すことが大切だ。 

  ・挨拶をする場所や相手などを考えて、心を込めて振る舞うことが大切だ。 

(2)  「おもてなしハンドブック」P2 への記述 

  ・自分も相手も明るい気持ちになるように笑顔で挨拶をしている。 

  ・友達や家族の心や体の調子を捉えることができるよう相手の目を見て挨拶している。 
 

５ 板書、ノート等   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 挨拶の大切さについての考えを深めることができるよう、展開前半で「おもてなしハンド

ブック」を活用し、日頃の挨拶を振り返る場面を位置付ける。  
○ 適切な挨拶や言葉遣いをしようとする態度を育てることができるよう、著名人の言葉を紹

介し、考えたことを振り返る場面を位置付ける。 

実践のポイント 

目
標
：
礼
儀
に
つ
い
て
考
え
る 

 

挨
拶
さ
れ
た
時
の
経
験 

・
朝
、
友
達
に
会
っ
た
と
き
に
挨
拶
を

す
る
。 

・
部
活
動
の
時
、
先
輩
か
ら
挨
拶
さ
れ

て
嬉
し
か
っ
た
。 

挨
拶
や
礼
儀
の
意
義
と
は 

・
相
手
を
尊
重
す
る
気
持
ち
を
も
つ
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。 

・
時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
を
す

る
こ
と
で
、
相
手
の
こ
と
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。 

礼
儀
の
本
当
の
意
義
と
は 

・
礼
儀
や
挨
拶
は
、
気
持
ち
を
相
手
に

伝
え
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
。 

・
礼
儀
作
法
の
形
と
気
持
ち
の
両
方
が

合
わ
さ
っ
た
と
き
、
相
手
に
感
謝
や

尊
敬
の
気
持
ち
が
伝
わ
る
。 

＜「おもてなしハンドブック」P2＞ ＜生徒の考えを整理した板書＞ 
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羽幌町立羽幌中学校 

 
 

１ 本時のねらい   

  思いやりの心をもって人と接し、相手の立場を尊重しながら、親切にしようとする態度を育てる。 

 

２ 教材について  
  本教材は、思いやりのある行動に関する様々な場面の絵などから、思いやりのある行動などにつ

いて考えを深めることができる教材である。 
 ① 場面１ 入院している友達のお見舞いで話し込んでしまう絵の提示 
 ② 場面２ 宿題を忘れた友達に宿題を見せる絵の提示 
 ③ 「人の気持ちがわかる人間になりたいですか。」という質問に対する全国の児童生徒の回答状

況のグラフの提示 
「おもてなしハンドブック」を思いやりの心を伝える具体的な行動などについて考える場面で活

用することにより、道徳的実践に結び付けることができるようにする。 

 

３ 本時の展開   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過程 ○発問等（◎中心的な発問） ・子どもの反応 ◆指導上の留意点 ◇評価 

導入 ○ 事前アンケートを基に、これまで自分自身が実践した

思いやりのある行動や親切な行動について話し合う。 
・友だちが困っているとき、話を聞いてあげた。 
・授業中、隣の人が落としたプリントや消しゴムを拾っ 

てあげる。 
  
 

 
 
 
 
 
◆アンケートの相違点や実施

例をグループで交流させ

る。 

展開 

前半 

  

○ 「私たちの道徳」P54 を読んで、思いやりとは何か、考

えましょう。 

 ・人の気持ちを理解すること。 

 ・相手の将来のためになるように手助けすること。 

○ 「私たちの道徳」P55 のそれぞれの事例について、自分 

の考えを記入し、交流しましょう。 
 ・（場面１）お見舞いに来てくれた相手を傷つけないよ

うに「暗くなってきたから早く帰ったらどう。」と声

をかける。 
 ・（場面２）本人のことを考え、自分で取り組むことが

できるよう宿題を見せるのは最後であることを伝え

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道徳の時間での活用 

中 学 校 

第１学年 

主題名 思いやりの心とは 内容項目Ｂ〔思いやり、感謝〕 
教材名 「温かい人間愛の精神と思いやりの心を」 （「私たちの道徳 中学校」P54-59） 

「思いやり」（「おもてなしハンドブック 中学校」P6-9） 

＜「わたしたちの道徳」P55＞ 

＜事前アンケート＞ 

◎ 日常生活の中で、思いやりのある行動を実践するため 
に、大切なことはなんだろう。 
・相手の気持ちを考える。 
・自分の気持ちを押し付けない。 

◇思いやりのある行動につい

て考え、自分の考えを記入

している。（発言、記述内

容） 

展開 

後半 

 

○ 「おもてなしハンドブック」P6-9 のそれぞれの事例に

ついて、自分の考えを記入し、交流する。 

・（事例①）「何かお困りですか。」と声をかける。 

・（事例②）いつでも話を聞くから、声をかけてね。 

・（事例③）困っている様子が見られたら、声をかける。 

 
 

終末 

 

○ 本時の授業をもとに、思いやりとは何かについて「私

たちの道徳」P56 に記入する。 
 

◆今後の生活において、思い

やりのある言動を実践でき

るように具体的な見通しを

もたせる。 
 

４ 授業の記録  

(1) 「おもてなしハンドブック」P8 への記述 

・教室移動の際などに、一緒に移動しさりげなく聞いてみる。 
・「今は一人にするけど、何かあったら素直に言ってよ。一人で抱え込むのはよくないよ。」と 

言う。 
(2)  「私たちの道徳」P56 への記述 

・相手の立場になって、自分なりに考えて発言したり行動したりすること。 

・相手の気持ちになって、相手がされてうれしいこと。 

・ただ優しくするだけではなく、その人の将来にとって一番よいことをしてあげること。 
 

５ 板書、ノート等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実践のポイント 

○ 思いやりについての考えを深めることができるよう、展開後半で「おもてなしハンドブック」

を活用し、日常場面における行動を考え、交流する場面を位置付ける。 
○ 相手の立場を尊重し、親切にしようとする態度を育てることができるよう、本時の学習で、思

いやりについて考えたことを「私たちの道徳」に書く活動を位置付ける。 

 
みんなが行ったことがある 

思いやりと親切な行動 

・落し物を拾った 

・ボールをとってあげた 

・電車で高齢者に順番を譲った 

・片付けの手伝い 

・重い荷物をもった 

思いやりとはどんなこと？ 

 

・相手にとって役に立つことをして

あげること 

・助けてあげること 

・相手の気持ちを考えられること 

 相手の立場になって考えて行動すること 

＜「おもてなしハンドブック」P8＞ ＜生徒の思考を整理した板書＞ 
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岩見沢市立東光中学校 

 

１ 本時のねらい   

礼儀の意義を理解し、相手に対して敬愛する気持ちをもって行動しようとする態度を育てる。 
 

２ 教材について  
本教材である「おはよう」は、作者が青年のときに感じていた「挨拶」に対する思いが、教師に

なって生徒や同僚の行動に接することで変化していくとともに、その行動の意義を深く理解させる

ことができる教材である。 
 ① 主人公は、挨拶ができないことを問題にしている大人をおかしく思っていた頃を思い出す。 
 ② 中学校教師になった主人公は、生徒や同僚の明るい挨拶を見て、その大切さに気付く。 
 ③ 主人公は、４月初め、新入生が先生に対して挨拶を欠いたと気付いた際、立ち止まって挨拶を

し、さらに欠礼を謝した様子を見る。 
 ④ 主人公は、少年の挨拶が、聞く人の心を動かし明るくする力があると振り返る。 

「おもてなしハンドブック」を気持ちのよい挨拶について考える場面で活用することにより、道

徳的実践に結び付けることができるようにする。 
 

３ 本時の展開   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過程 ○発問等（◎中心的な発問） ・子どもの反応 ◆指導上の留意点 ◇評価 

導入 ○ 「気持ちのよいあいさつをしましょう」（「お

もてなしハンドブック」P2）を読みましょう。 
○ 気持ちのよい挨拶とは、どのような挨拶だろう

か。 
・大きな声での挨拶 ・遠くから聞こえる挨拶 

◆日常の取組に目を向けさせ、資料への

共通認識をもたせる。 
 

展開 
前半 
  

○ 「おはよう」（「心をつないで」P38-41）を読ん

で考えましょう。 
○ 主人公は、どうして、明るい挨拶をするのも意味

のあることだと感じたのだろうか。 
・心を通わせられる。   
・された人が気持ちがよい。 

◆作者の考えを提示する。  
 「誠意は黙っていても通じる」 
 
 
 

 ○ 新入生の少年の挨拶は、主人公がこれまで交わし

てきた挨拶と何が違ったのだろうか。 
・素直な気持ちで挨拶をしている。 
・立ち止まって挨拶するなど心が行動に表れている。 

◆形が同じでも、心が伴わないと違いが

表れることに気付かせる。 

 ◎ 本当に明るい挨拶とは、どんなものだろうか。 
・心から自然に出てくるもの。 
・相手の心に通わせるように、目を見て、心からし 

っかり元気よく挨拶をする。 

◆作者の心情から迫る。 
※内面的な価値を考えられるように

切り返しの発問を行う。 

 

道徳の時間での活用 

中 学 校 

第１学年 

主題名 あいさつとは 内容項目Ｂ〔礼儀〕 
教材名 「おはよう」（中学道徳１「心つないで」（教育出版）） 

    「『思いやり』って…なんだろう」（「私たちの道徳 中学校」P55-56） 

    「あいさつ・礼儀」（「おもてなしハンドブック 中学校」P2-5） 

展開 
後半 

 

○ 「気持ちのよいあいさつをしましょう」（「おも

てなしハンドブック」P2）を読む。 
○ 普段、あなたはどんな気持ちで挨拶をしています

か。 
・友達の場合は、会えてうれしいという気持ち。親

の場合は、照れてぼそぼそ声になる。 
・感謝の気持ちでしている。 

 

終末 

 

○ 「この人に学ぶ」（「私たちの道徳」P52）を読み 

ましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 授業の感想を書きましょう。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇時と場合に応じた適切な礼儀のあり

方について考えている。 （記述内容） 
 

４ 授業の記録  

(1)  授業後の生徒の感想 

・みんなの挨拶に対する考えを聞くことができ、もっともっと笑顔で挨拶ができるようになりたい

と思いました。 
・これからも感謝の気持ちを忘れないで挨拶をしたいです。 
・今回の授業で改めて挨拶とは、心から気持ちを込めて言うのが大切だと思いました。これから

も一人一人に気持ちを込めて挨拶をしていこうと思いました。 
 

５ 板書、ノート等  

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 挨拶についての考えを深めることができるよう、導入や展開後半で「おもてなしハンドブック」

を活用し、日頃の自分の挨拶を振り返る場面を位置付ける。 

○ 相手に対して敬愛する気持ちをもって行動しようとする態度を育てることができるよう、著名

人の言葉から、学習で考えたことを振り返る場面を位置付ける。 

実践のポイント 

 あいさつとは、礼儀の一つです。この礼儀について、ある人

のメッセージを読みます。彼は、松下幸之助さん、パナソニッ

クという会社を創設した方です。 

―メッセージを読んでから― 

 これからみなさんは、多くの経験をします。その一つ一つの

経験が心を豊かにし、本当の礼儀を身に付けることにつながる

のではないでしょうか。楽しみにしています。 

＜「おもてなしハンドブック」P2＞ 

＜「おもてなしハンドブック」P2＞ ＜生徒の考えを整理している板書＞ 

Administrator
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